
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
       
 

 
           

第
17
回
み
ん
な
ね
っ
と
京
都
大
会 

全
体
会
の
ご
報
告 

「
精
神
保
健
福
祉
の
未
来
を
描
く
」 

～
家
族
ほ
っ
こ
り
ま
る
ご
と 

支
援
を
め
ざ
し
て
～ 

都
連
副
会
長 

本
田 

道
子 

 

今
年
は
暑
い
京
都
で
の
大
会
、
と
覚
悟
を

決
め
て
の
京
都
入
り
。 

９
月
６
日
金
曜
日
、
一
日
限
り
の
開
催
で

す
。
都
連
か
ら
は
会
長
は
じ
め
理
事
の
７

名
が
参
加
。
全
員
が
前
日
泊
で
す
。 

今
年
は
初
め
て
の
試
み
で
前
日
に
交
流
会

を
開
催
。
そ
れ
ぞ
れ
が
交
流
会
か
ら
の
参

加
を
目
指
し
て
い
た
の
で
す
が
。 

前
日
の
５
日
は
台
風
が
、
西
の
方
か
ら
関

東
を
め
ざ
し
て
進
行
中
。
台
風
に
向
か
っ

て
ゆ
く
こ
と
に
な
り
新
幹
線
が
途
中
で
休

み
な
が
ら
で
、
残
念
組
も
。 

テ
ー
マ
別
に
分
か
れ
て
全
国
か
ら
の
参
加

者
が
語
り
合
い
、
有
意
義
な
も
の
に
な
っ

た
、
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

翌
６
日
、
京
都
テ
ラ
サ
西
館
の
会
場
が
ほ

ぼ
満
席
、
七
百
名
以
上
の
参
加
者
で
埋
ま

り
、
コ
ー
ラ
ス
の
歌
声
に
導
か
れ
な
が
ら

開
会
。
岡
田
理
事
長
、
京
都
府
知
事
、
京

都
市
長
、
地
元
京
都
府
連
の
ご
挨
拶
の
中

で
、
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
京
都
市
が
「
ケ

ア
ラ
ー
法
」
を
制
定
さ
れ
た
ば
か
り
で
、

推
進
協
議
会
、
委
員
会
な
ど
が
で
き
、
動

き
出
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
。 

東
京
都
は
未
だ
制
定
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。 

 

続
く
基
調
講
演
が
印
象
的
で
し
た
。 

講
師
は
「
高
木
俊
介
」
氏
。
い
つ
も
の
高

木
節
で
す
。
今
回
は
昨
今
の
社
会
情
勢
に

つ
い
て
「
憂
い
て
い
る
。
」 

ア
メ
リ
カ
、
ト
ラ
ン
プ
さ
ん
の
「
移
民
排

除
」
に
始
ま
り
、
い
わ
ゆ
る
「
日
本
人
フ

ァ
ー
ス
ト
」
今
ま
で
の
多
様
性
の
あ
る
社

会
作
り
と
は
真
逆
の
流
れ
。
こ
れ
は
突
き

詰
め
る
と
こ
ろ
、「
優
秀
な
日
本
人
」
だ
け
、

「
社
会
に
役
立
つ
人
間
だ
け
」
つ
い
て
は

「
障
害
者
は
・
・
」
特
に
精
神
障
が
い
者

は
居
場
所
が
な
く
な
っ
て
ゆ
く
、
と
い
う

心
配
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
。 

 

ま
た
、
コ
ロ
ナ
で
始
ま
っ
た
面
会
制
限
に

も
ふ
れ
、
コ
ロ
ナ
が
収
ま
っ
た
今
も
そ
の

ま
ま
制
限
が
続
い
て
い
る
こ
と
で
、「
親
の

臨
終
に
も
立
ち
会
え
な
い
」「
身
内
の
死
を

見
届
け
る
こ
と
も
か
な
わ
な
い
」 

一
般
病
棟
で
も
「
感
染
予
防
」
を
名
目
に

面
会
制
限
、
外
出
制
限
が
い
ま
だ
に
行
わ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
人
権
問
題
そ
の
も
の
、

人
権
侵
害
な
の
で
は
な
い
か
、
と
。 

 
 

も
っ
と
怖
い
の
は
、
現
場
で
働
い
て
い
る

医
療
職
の
人
達
に
、
人
権
侵
害
を
し
て
い

る
、
と
い
う
意
識
が
な
い
こ
と
、
と
。 

こ
の
ほ
か
、
国
の
規
制
緩
和
、
民
間
活
力

導
入
、
で
の
一
部
上
場
企
業
が
ケ
ア
の
場

に
参
入
、
結
局
は
撤
退
。 

大
き
な
企
業
は
対
人
援
助
に
は
向
か
な
い
、

小
さ
な
所
で
地
道
な
対
応
が
必
要
と
。 

薬
物
療
法
の
話
、
今
後
の
家
族
会
の
あ
り

方
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
プ
レ
ゼ
ン
も
。 

 

ま
た
今
回
は
家
族
会
の
誕
生
か
ら
６０
年

と
な
る
記
念
の
大
会
で
し
た
。
奥
丹
後
で

始
め
ら
れ
た
方
の
報
告
が
京
都
府
連
か
ら
、

岡
田
理
事
長
か
ら
も
６０
年
の
家
族
会
の

話
、
佐
藤
純
氏
の
ス
ピ
ー
チ
が
続
き
ま
す
。

厚
労
省
か
ら
は
あ
い
も
変
わ
ら
ず
「
に
も

包
括
」
の
話
で
、
し
か
も
ラ
イ
ン
で
。 

昨
年
度
の
み
ん
な
ね
っ
と
の
活
動
報
告
の

あ
と
、
来
年
度
は
「
長
崎
市
」
で
の
開
催

呼
び
か
け
が
続
き
ま
す
。 

全
体
会
は
こ
こ
で
終
了
、
閉
会
し
、
分
科

会
へ
移
動
。 

各
分
科
会
の
あ
と
は
流
れ
解
散
と
な
り
ま

し
た
が
、
思
い
を
胸
に
、
こ
ん
な
形
も
い

い
な
、
と
思
い
ま
し
た
。 

心
配
さ
れ
た
暑
さ
は
台
風
一
過
の
爽
や
か

な
青
空
と
な
り
ま
し
た
。
京
都
の
み
な
さ

ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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み
ん
な
ね
っ
と 

京
都
大
会 

第
二
分
科
会 

 

「
な
か
な
か
支
援
に
繋
が
ら
な
い
本
人
と
家
族
の

ま
る
ご
と
支
援
」 

報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

都
連
理
事 

髙
木
む
つ
美 

 

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
：
松
田
美
枝
氏(

京
都
文
教

大
学
臨
床
心
理
学
部 

教
授)

 

 

発
言
者
：
鈴
木
美
帆
氏
（
社
会
的
引
き
こ
も
り
の

本
人
を
ケ
ア
す
る
家
族
の
集
い
「
み
つ
ば
ち
の
会
」

家
族
ス
タ
ッ
フ
）：
板
垣
修
平
氏
（
京
都
こ
れ
か
ら

「
ひ
き
こ
も
り
・
行
き
づ
ら
さ
の
当
事
者
団
体 

代
表
」
）：
金
井
浩
一
氏
（
相
談
支
援
事
業
所
し
ぽ
ふ

ぁ
ー
れ
代
表
・
一
般
社
団
法
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
協
会
理
事
） 

 

引
き
こ
も
り
な
ど
、
な
か
な
か
支
援
に
繋
が
ら

な
い
本
人
を
ケ
ア
ー
し
続
け
て
い
る
家
族
が
い
る
。

平
均
し
て
発
症
は
２１
，
３
才
。
初
診
ま
で
１
年
１０

ヶ
月
か
か
り
、
落
ち
着
く
ま
で
に
約
１３
年
８
ヶ
月

が
か
か
っ
て
い
る
・
３
人
に
一
人
は
通
所
し
て
お

ら
ず
、
家
族
と
の
接
触
時
間
が
長
く
お
互
い
に
疲

弊
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
で
、
親
亡
き 

後

の
不
安
は
９０
％
に
達
し
て
い
る
（
松
田
氏
）。 

 

家
族
は
「
助
け
て
」
と
発
信
し
て
い
る
。
だ
が
、

現
行
の
社
会
資
源
で
は
孤
立
と
、
不
安
を
解
消
す

る
手
立
て
が
な
い
。
最
初
の
一
歩
と
し
て
の
本
人

と
家
族
に
寄
り
添
う
対
応
が
実
情
に
合
っ
て
い
な

い
の
で
は
と
感
じ
て
い
る
（
鈴
木
氏
）
。 

 

き
っ
か
け
は
し
ん
ど
さ
。
引
き
こ
も
っ
た
ら
出

て
行
く
き
っ
か
け
を
な
く
し
た
。
自
己
に
対
す
る

変
な
プ
ラ
イ
ド
で
人
に
頼
れ
な
い
。
自
力
で
は
何

も
で
き
な
い
が
、
素
直
に
な
れ
ず
現
実
逃
避
。
ひ
ね

く
れ
て
母
を
攻
撃
し
た
。
後
の
な
い
３７
才
。
母
が

倒
れ
て
外
に
出
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
自
分
の

弱
さ
を
認
め
、
仲
間
を
作
り
、
生
き
直
し
て
い
る

（
板
垣
氏
）。 

 

支
援
を
拒
絶
し
、
孤
立
し
て
い
る
ケ
ー
ス
に
家

族
も
含
め
て
丁
寧
に
寄
り
添
い
、
支
援
の
プ
ロ
セ

ス
を
当
事
者
を
主
体
に
し
て
積
み
上
げ
て
行
く

（
金
井
氏
）。 

 

心
を
開
い
て
生
き
直
す
。
時
間
と
き
っ
か
け
、
寄

り
添
う
こ
と
の
大
切
を
思
い
ま
し
た
。 

み
ん
な
ね
っ
と 

京
都
大
会 

第
四
分
科
会 

交
通
運
賃
割
引
の
取
り
組
み 

 
 
 
 

都
連 

副
会
長 

轡
田 

英
夫 

 
み
ん
な
ね
っ
と
京
都
大
会
第
四
分
科
会
は
、 

「
交
通
運
賃
割
引
運
動
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

～
身
体
・
知
的
と
の
格
差
解
消
か
ら
、
障
碍
者
の
ニ

ー
ズ
に
基
づ
く
割
引
制
度
を
目
指
し
て
～
」
を
テ

ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
の
運
動
は
、
身
体
・
知
的
と
の
格
差

解
消
を
目
指
し
て
運
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

し
か
し
、
身
体
・
知
的
を
含
め
た
障
害
者
割
引
そ

の
も
の
の
問
題
❘
100
㎞
以
下
の
割
引
制
限
な
ど
の

撤
廃
❘
の
解
決
を
目
指
し
て
い
く
取
り
組
み
が
必

要
に
な
る
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

具
体
的
な
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
①
100

㎞
以
下
の
割
引
制
限
の
撤
廃 

②
第
一
種
・
二
種
の

区
分
を
な
く
し
、
介
護
者
と
共
に
利
用
し
た
時
は

手
帳
所
持
者
と
介
護
者
を
共
に
割
引
対
象
に
す
る

こ
と 

③
新
幹
線
の
特
急
料
金
も
割
引
対
象
に
す

る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

講
師
の
方
が
、「
国
は
道
路
に
大
変
な
お
金
を
使

っ
て
い
る
が
、
鉄
道
の
土
台
と
バ
ス
路
線
の
維
持

に
国
費
の
投
入
を
」
と
い
う
発
言
が
あ
り
、
事
業
者

と
一
緒
に
国
に
働
き
か
け
て
は
ど
う
か
と
い
う
問

題
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
地
方
に
お
け
る
バ

ス
路
線
の
維
持
は
大
切
な
こ
と
で
す
。 

 

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
私
た
ち
は
交
通
運
賃
の
障
碍

者
割
引
を
求
め
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

も
ち
ろ
ん
、
運
賃
が
安
く
な
れ
ば
、
少
な
い
収
入

の
身
か
ら
す
れ
ば
安
く
な
る
に
越
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
よ
り
も
運
賃
が
安
く
な
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
当
事
者
の
社
会
参
加
が
促
進
さ
れ

る
こ
と
、
そ
れ
に
よ
り
本
人
の
病
状
が
改
善
に
向

か
う
だ
ろ
う
と
い
う
事
が
大
き
な
意
味
合
い
を
持

ち
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
の
運
動
と
し
て
は
、
①
当
事
者
と
の

連
携 

②
身
体
・
知
的
障
碍
者
団
体
と
の
連
携 

 

③
鉄
道
事
業
者
本
社
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
、
都
道
府

県
連
で
連
携
し
て
働
き
か
け
る 

④
国
土
交
通
省

都
と
の
懇
談
な
ど
を
検
討
す
る
。
こ
れ
ら
の
事
が

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

２ 



多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
家
族
相
談
員
養
成
講
座
報
告 

都
連
理
事 

伊
藤 

則
子 

８
月
30
日
（
土
）
の
10
時
半
か
ら
府
中
市
立
片

町
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階
会
議
室
で
西
村
由
紀
氏
を

お
迎
え
し
て
「
相
談
の
基
本
」
を
学
び
ま
し
た
。 

◯
困
っ
て
い
る
人
に
向
き
合
う
に
は 

相
談
す
る
人
は
「
恥
ず
か
し
い
」
の
で
、
馬
鹿
に

さ
れ
傷
つ
け
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
防
衛
格
好
つ

け
を
し
ま
す
。
防
衛
の
仕
方
は
人
に
よ
っ
て
異
な

り
、
強
が
っ
た
り
、
怒
り
を
ぶ
つ
け
た
り
し
ま
す
。

そ
れ
を
取
り
除
か
な
い
と
相
談
に
な
り
ま
せ
ん
。

心
を
開
く
心
構
え
を
５
つ
に
纏
め
ま
し
た
。 

１
つ
目
は
「
対
等
」
で
あ
る
こ
と 

人
間
と
し
て
対
等
だ
と
い
う
心
構
え
が
大
事
で

す
。
見
下
し
た
態
度
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

２
つ
目
は
無
条
件
で
受
け
入
れ
る 

正
論
を
言
わ
ず
、
解
決
す
る
方
法
を
考
え
ま
す
。 

３
つ
目
は
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
大
切
に
す
る 

唯
一
無
二
そ
の
人
の
話
と
し
て
聞
く
。
分
か
ろ

う
と
す
る
努
力
が
伝
わ
っ
た
時
に
初
め
て
信
頼
さ

れ
ま
す
。 

４
つ
目
は
、
で
き
な
い
こ
と
を
自
覚
す
る 

人
の
悩
み
に
別
の
人
が
関
わ
る
こ
と
の
限
界
を

常
に
自
覚
し
、
聞
い
て
少
し
で
も
辛
さ
を
少
な
く

し
て
あ
げ
る
努
力
を
す
る
。 

５
つ
目
は
、
最
後
は
決
め
る
の
は
本
人 

答
え
は
相
談
し
て
い
る
そ
の
人
の
中
に
あ
り
、

そ
の
人
が
見
つ
け
る
も
の
で
、
周
り
が
与
え
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

◯
相
談
の
組
み
立
て
と
気
持
ち
の
受
け
止
め
方 

相
手
の
話
を
聞
い
て
問
題
整
理
し
、
助
言
を
す

る
な
ら
最
後
に
控
え
め
に
明
る
め
に
す
る
。
相
談

時
間
の
目
安
は
２
、
30
分
位
。
そ
の
人
を
理
解
す

る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
聞
き
、
そ
の
人
に
責
任

を
持
っ
て
い
る
人
に
繋
げ
る
よ
う
に
す
る
の
が
立

場
を
ふ
ま
え
た
相
談
で
す
。 

困
り
ご
と
や
悩
み
か
ら
逃
げ
ず
に
考
え
る
力
、

解
決
で
き
な
い
こ
と
を
抱
え
て
生
き
る
力
、
自
分

の
弱
さ
を
認
め
て
相
談
す
る
力
が
育
っ
て
初
め
て

そ
の
人
は
生
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
自
分
で
乗
り

越
え
た
成
功
体
験
が
生
き
る
自
信
に
繋
が
り
ま
す
。 

２
０
２
５
年
度
第
１
回
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
・
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 

都
連
理
事 

中
住 

孝
典 

８
月
３０
日
（
土
）
午
後
１
時
半
～
４
時
半
、
府
中

市
立
片
町
文
化
セ
ン
タ
ー
、
２０
単
会
・
３３
名
参
加 

【
都
連
か
ら
の
報
告
】 

① 
２
０
２
６
年
度
都
予
算
要
望
に
つ
い
て 

〇
多
職
種
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
の
実
効
的
取
り

組
み 

〇
精
神
科
合
併
症
（
特
に
慢
性
期
）
の
整
備

充
実 

〇
患
者
移
送
制
度
の
抜
本
的
改
善 

〇
Ｊ

Ｒ
、
私
鉄
の
１
０
０
キ
ロ
圏
内
運
賃
割
引
へ
の
働

き
か
け 

〇
精
神
障
害
者
へ
の
心
身
障
害
者
福
祉

手
当
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
支
給 
〇
家
族
会
の
公

的
活
動
に
対
す
る
支
援
等
９
項
目
の
要
望
。 

② 

旧
滝
山
病
院
事
件
の
経
過
報
告
。
入
院
患

者
の
状
況
、
職
員
数
、
施
設
・
設
備
の
改

善
状
況
、
地
域
連
携
室
や
Ｐ
Ｓ
Ｗ
も
導

入
。
都
へ
の
改
善
報
告
義
務
は
あ
る
が
、

虐
待
防
止
委
員
会
の
継
続
的
な
関
与
の
必

要
性
。 

③ 

高
月
病
院
見
学
会 

１１
月
10
日
㈪
予
定 

【
協
議
事
項
】 

① 

病
院
家
族
会
交
流
会
は
年
度
内
開
催
予
定 

② 

２
０
２
５
年
度
単
会
訪
問
の
確
認 

③ 

家
族
支
援
の
拡
充
策
に
つ
い
て 

④ 

次
回
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
令
和
８
年
２
月
終

わ
り
か
ら
３
月
初
め
に
実
施
予
定 

【
各
単
会
か
ら
の
報
告
】 

 

・
小
鳩
会 

４０
周
年
を
迎
え
記
念
事
業
と
し
て

講
演
会
「
心
身
障
害
者
の
権
利
に
つ
い
て
」
藤
井
克

徳
氏
・
１１
月
２２
日 

予
定 

・
サ
ン
ク
ラ
ブ
多
摩 

役
員
の
成
り
手
で
苦
労
。

６０
代
２
人
が
入
り
一
挙
に
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
だ
。 

・
ス
マ
イ
ル
の
会 

病
気
・
高
齢
化
で
会
員
数
が

減
っ
た
。「
親
な
き
後
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
検
討
。 

・
国
分
寺
あ
ゆ
み
会 

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
と

言
う
が
、
そ
う
で
な
い
実
態
も
あ
る
。
相
談
事
業
の

整
備
必
要
。 

・
日
野
い
ず
み
会 

毎
年
、
市
に
対
す
る
要
望
活

動
、
障
害
福
祉
課
と
懇
談
会
を
行
っ
て
い
る
。 

そ
の
他
、
多
く
の
家
族
会
か
ら
現
状
の
報
告
等

い
た
だ
き
ま
し
た
が
紙
面
の
関
係
で
割
愛
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
多
く
の
情
報
共
有
が
で
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

３ 



☆  

講
演
会
の
お
知
ら
せ 

☆ 

○
「
家
族
の
接
し
方 

（
聴
き
上
手
に
な
る
方
法
）
」 

日
時 
11
月
１
日(

土)

午
後
１
時
半
～
４
時 

講
師 
高
森
信
子
先
生 

会
場 

二
幸
産
業
・
Ｎ
Ｓ
Ｐ
健
幸
福
祉
プ
ラ
ザ 

６
階
集
会
室 

主
催 

サ
ン
ク
ラ
ブ
多
摩 

申
込
不
要 

無
料 

問
合
せ 

04
2
-
3
7
1-
3
3
8
0

藤
岡 

 

○
「
日
本
の
精
神
医
療
の
政
策
転
換
に
つ
い
て 

ベ
ル
ギ
ー
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
移
行
に
学
ぶ
」 

日
時 

11
月
３
日(

日
祝)

午
後
１
時
半
～
３
時
半 

講
師 

氏
家
憲
章
氏 

（
社
会
福
祉
法
人
う
る
お
い
の
里
理
事
長
） 

会
場 

大
井
町
き
ゅ
り
あ
ん
４
階 

第
一
特
別
講
習
室 

申
込 

品
川
区
か
も
め
会 

 
 
 
0
9
0-
6
1
9
0
-6
1
8
6

庄
田 

無
料 

 
 
 
 

○
「
超
短
時
間
雇
用
の
広
が
り
と
今
後
の
課
題
」 

日
時 

11
月
８
日(

土)

午
後
２
時
～
４
時 

講
師 

近
藤
武
夫
氏 

（
東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
教
授
） 

会
場 

た
ま
し
んRI

S
U
R
U

ホ
ー
ル
第
一
会
議
室 

主
催 

立
川
麦
の
会 

無
料 

（
申
込
不
要
・
定
員
90
名
） 

問
合
せ 

0
42
-
5
3
7
-3
9
0
5

眞
壁 

  

○
「
精
神
科
医
療
の
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
」 

日
時 

11
月
22
日(

土)

午
後
２
時
～
４
時 

講
師 

田
亮
介
先
生(

駒
木
野
病
院
院
長) 

会
場 

日
野
市
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー 

集
会
室
１
，
２ 

主
催 

日
野
い
ず
み
会 

申
込
不
要 

無
料 

問
合
せ
先 

0
4
2
-
59
2
-
8
9
93

片
岡 

 

○
「
ふ
だ
ん
か
ら
の
防
災
～
精
神
障
害
の 

あ
る
人
の
経
験
か
ら
学
び
あ
お
う
」 

日
時 

11
月
９
日(

日)

午
後
１
時
45
分
～
４
時
半 

講
師 

山
田
悠
平
氏 

相
良
真
央
氏 

（
精
神
障
害
当
事
者
会
ポ
ル
ケ
） 

会
場 

文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
３
階 

会
議
室
Ａ
Ｂ 

要
予
約 

先
着
順 

 

申
込 

文
京
区
障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー 

0
3
-
5
9
4
0
-
29
0
3
 

参
加
費
￥
５
０
０ 

（
当
事
者
￥
１
０
０
）
当
日
会
場
支
払
い 

 

○
「
は
た
ら
く
と
は 

夢
を
追
う
こ
と
」 

 
 

 
 

草
む
ら
の
会
の
歴
史
と
こ
れ
か
ら 

日
時 

11
月
21
日(
金)

午
後
１
時
半
～
３
時
半 

講
師 

風
間
美
代
子
氏 

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
多
摩
草
む
ら
の
会
代
表
理
事
、 

社
会
福
祉
法
人
草
む
ら
理
事
長
） 

会
場 

稲
城
市
地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階 

大
会
議
室 

主
催 

稲
穂
会 

申
込
不
要 

無
料 

問
合
せ
先 

0
9
0
-
92
4
3
-
2
644

高
野 

 
 
 
 
 

 
 
0
8
0
-
43
7
0
-
3
516

丹
治 

 
 

生
ま
れ
て
初
め
て
「
み
ん
な
ね
っ
と
」
の
全
国

大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
台
風
の
影
響
で
新
幹
線

の
窓
に
大
雨
が
降
り
注
ぎ
、
ま
る
で
滝
を
裏
側
か

ら
見
て
い
る
よ
う
な
中
、
６
時
間
も
遅
れ
て
京
都

に
着
き
ま
し
た
。
急
ぎ
交
流
会
の
会
場
テ
ル
サ
に

向
か
い
、
終
わ
る
寸
前
に
滑
り
込
み
、
グ
ル
ー
プ

討
論
で
自
己
紹
介
を
し
た
と
こ
ろ
で
終
了
時
間
と

な
っ
た
の
で
し
た
。
残
念
で
し
た
。 

翌
日
の
全
大
会
で
の
高
木
先
生
の
お
話
で
心
に

残
っ
た
言
葉
は
「
世
の
中
の
尺
度
を
家
庭
に
持
ち

込
ま
な
い
」「
当
事
者
の
悩
み
は
社
会
で
認
め
ら

れ
な
い
事
」「
家
族
は
あ
り
が
と
う
、
ご
め
ん
な

さ
い
を
沢
山
言
う
事
が
大
切
」
「
家
族
会
で
ヘ
ル

パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
や
っ
て
よ
そ
の
子
や
互
い

の
家
族
を
見
合
う
と
い
い
」
で
し
た
。 

 

全
体
会
で
、
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
狛
江
で

娘
さ
ん
が
働
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
紹
介
し
た
い

家
族
が
い
る
と
、
狛
江
の
家
族
会
を
探
し
て
い
た

と
の
こ
と
で
し
た
。
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
こ

の
出
会
い
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

家
族
会
の
歴
史
も
知
り
、
水
中
か
ら
顔
を
出
し

た
よ
う
な
感
じ
で
す
。
色
々
な
お
話
を
聞
い
て
元

気
が
出
ま
し
た
。
日
本
全
国
で
毎
日
頑
張
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
家
族
が
い
る
と
思
う
だ
け
で
励
ま
さ

れ
ま
し
た
。
来
年
の
全
国
大
会
に
も
是
非
参
加
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 都
連
理
事 

伊
藤
則
子 

  

４

 


	◯困っている人に向き合うには



